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◎ポット教授の講演要旨
　1 万 2 千年前に最後の氷河期が終わると、大量の氷が溶け出して海水面が上昇。ヨーロッパではオランダなど
で海水の侵入が問題となり、紀元 200 年ころから人工の住宅丘陵（Artificial Dwelling Hills）の建設が始まった。
防潮堤の盛土工事は今日まで繰り返し行われ、盛土は次第に高く、幅も広くなっている。オランダでは 1634 年
の大きな洪水被害の後防潮堤の高さは 8㍍まで嵩上げされた。1953 年には大規模な洪水のあと 50 年かけて湿
地を掘削し、その土で築堤し、その上に潜在自然植生の森を構築した。土取場となった湿地は人工の池となり、
防潮堤上の森と共に公園施設として人々に利用されている。防潮堤に守られた陸地ではポンプで内水排除が行わ
れている。ヨーロッパのハブ空港の一つであるオランダのスキポール空港は海面下 3.4㍍にあるが、問題なく機
能を果たしている。

◎達教授の講演要旨
　近年上海では森づくりのメリットが市民にも理解されつつある。上海では人間の管理を必要としない自然林を
全面積の 17㌫、公共的土地の 35㌫、一人あたりの森林面積を 8 平方㍍にする計画が進んでいる。これは命の
インフラ整備（Green Infrastructure ）と呼ばれている。他の都市ではまだそこまで進んでいない。緑環境に対
する市民の要求が上海では大きな力となっている。日本でも江戸川区の葛西臨海公園（東京都管理）でカヌー施
設のために大量の木を切る計画があるが、区長は正式に決まらないと抗議しないと言っており、東京都は計画を
変えない。達教授は「政府はすぐには替えられないが、人の考えを変えることはできる。人は政府を変えること
ができる。」と話した。

JISE 市民環境フォーラム
（2013 年 3 月 17 日、横浜教育会館ホール）　　　　　　　　　　

★基調講演：「海とは、海岸線とは」
　　　講師：高橋正征・東京大学名誉教授
　日本は世界で 6 番目に長い海岸線を持つ。「灘」（風波が荒
く航海の困難な海）という地名 6 カ所のうち 5 カ所は太平洋岸。
昔は「危険な場所に近づくな」と教えられたが、現在は科学技
術が克服したとして忘れられている。海岸法が 1999 年に改定
され、初めて災害からの海岸保護の方針が加えられた。コンク
リート製の施設はせいぜい 100 年しか持たない。自然は克服
できると考えず、これと調和して生きることが大切。

▽主催：IGES 国際生態学センター
▽共催：レナフォ

　（高橋名誉教授は、水域環境での生物と環境のかかわりを研究する水産学がご専門。エネルギーや水、金属な
ど豊富な再生資源を含んでいる海洋深層水の資源利用を進める海洋深層水利用学を提唱している）
★基調講演：「いのちを守る森の防潮堤」
　　　講師：宮脇昭・横浜国立大名誉教授（IGES 国際生態学センター長）
　人間が歴史という伝承記憶で残っているのはせいぜい 2000 ～ 3000 年。はるか以前からの自然状況を知って
将来に活かすべき。マツは裸子植物で古い種であり、新しい被子植物である広葉樹を活用すべき。3・11 津波
後直ちに現地調査を実施し、次の千年の間に必ず襲う巨大津波から人々の命を守るため、海岸沿いに盛土を築き、
タブノキ・カシ類など多様な常緑広葉樹林を繁茂させることを提案している。共に木を植えよう。
★パネル討論：「これからの海岸線はどうあるべきか」
　パネリストは宮脇昭、高橋正征両名誉教授、林寿則・国際生態学センター研究員、石村章子・地球の緑を育て
る会理事長の４氏。科学的な知見に基づく自然林の再生による津波からの減災措置の必要性とその具体的な方法
や事例が紹介された =写真㊨。司会は新川眞・国際生態学センター顧問。
　パネリストの主な発言内容は次の通り。
○林　氏　震災後東北地方太平洋岸を植生調査した結果を要約。従来のマツだけでなく、広葉樹を含む混交林に
より、津波エネルギー減衰効果の高い海岸防災林を構築することが望ましい。
○石村氏　育苗について言えば、水の管理など全般に手間がかかり容易ではないが、それだけやりがいもある。「森
の防潮堤」事業で苗木の需要が増えていて、私たちの茨城の圃場でも今年は 10 万本を超えると思う。常緑広葉
樹は寒冷地での育苗は難しいので、東北に近い茨城の路地はお役に立てるのではないかと思っている。
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　自然林再生の具体的な手法「ふるさとの森づくり」の専門家「植生
工学士」を養成する第5回研修を6月15日から3泊4日の日程で実施、
21 人が受講しました =写真㊤。宮脇昭・横浜国立大名誉教授の「ふ
るさとの森づくりの哲学」をはじめ「日本の植生」など 11 の座学カ
リキュラムと現場実習（基盤造成から維持管理技術まで）を履修＝写
真㊦＝し、最終日の修了試験を経て 21 人全員が「植生工学士」（ふ
るさとの森づくりマイスター）の資格を取得。植生工学士登録証（A-4 
の証明証）と植生工学士資格者証（カード）が送られました。
　植生工学士資格取得者は 5 年間の累計で 89 人となりました。
今回の参加者は男女ほぼ同数で年齢は 27 歳から 70 歳。西表島と京
都から各 1 人、大学の先生が 2 人と多彩な顔ぶれでした。また、3
人は早速 6 月 30 日に岩沼市で実施された国土交通省岩沼海岸植樹式
に参加、担当班のリーダーとして植樹指導に奮闘しました。

第 5 回ふるさとの森づくり専門家研修
（2013 年 6 月 15 ～ 17 日、湘南国際村・湘南 OVA）

◎特許庁商標登録証（第 5351787）による植生工学士の職務の区分
　第 41 類　環境保全を目的とする森林再生に関する哲学及び知識の教授、（同）指導者の育成及び研修、（同）
セミナー・研修会・及び講習会の企画及び運営。
　第 42 類　環境保全のための植樹技術・維持管理技術・森林計画に関する調査・研究、森林再生に関するバイ
オマス・土壌・土壌動物・水質等環境改善のための試験・調査・研究。
　第 44 類　環境保全に関する森林の植栽基板整備・植樹・維持管理の実施及びこれらに関する指導助言。

◎次回専門家研修の募集予定
▽日程：2014 年 6 月 6 日（金）、7 日（土）、8 日（日）
▽場所：神奈川県湘南国際村センター
▽参加費用（研修費・試験費・宿泊費等）
会員：68,000 円　　　非会員：78,000 円　　（通い可）

第５回　ふるさとの森づくり専門家研修　カリキュラム

月日
 （曜日）

午前 午後 夜
講義内容 講師 講義内容 講師 講義内容 講師

6 月 15 日
（土）

オリエンテーション
(9：40 ～ 10:00) （ReNaFo） 日本の植生

（13:15 ～ 14:45） 鈴木邦雄

懇親会
（18：00 ～ 20:00）ふるさとの森づくりの

哲学
(10:00 ～ 11:30)

宮脇 昭
CSR と緑環境マネージ
メント

（15:00 ～ 16:30）
鈴木 邦雄

6 月 16 日
（日）

災害と森のはたらき
（9:00 ～ 10:30） 林　寿則

現場実習
（13：15 ～ 16:30）

企業緑地としての森づくり
（18:30 ～ 20:00） 後藤 幸雄ふるさとの森づくり手

法と実施事例
（10:45 ～ 12:15）

髙野 義武

6 月 17 日
（月）

緑環境づくりへの市民
の力

（9:00 ～ 10:30）
石村 章子

土壌動物による自然性
評価
(13:15 ～ 14:45）

原田　洋

ふるさとの森の機能
(10:45 ～ 12:15） 原田 洋 試験

(15:00 ～ 16:00) (ReNaFo)

【講師】　宮脇昭（横浜国立大名誉教授、（財）地球環境戦略研究機関国際生態学センター長）、鈴木邦雄（横浜国立大学長）、矢ヶ
崎朋樹（（財）地球環境戦略研究機関国際生態学センター研究員）、原田洋（横浜国立大名誉教授）、石村章子（NPO 法人　地球の
緑を育てる会　理事長）、後藤幸雄（株式会社　三五　安全・環境部　森づくり事務局長）、髙野義武（NPO 法人　国際ふるさと
の森づくり協会 理事長）


